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トポロジカル超伝導体の表面・エッジに生成されるアンドレーエフ

束縛状態はクーパー対の影響により自分自身が反粒子であるマヨ

ラナフェルミオンになるということが知られている [1 ]。ところが、
非可換統計性などマヨラナフェルミオン特有の振る舞いは、すべて

のアンドレーエフ束縛状態が示すわけではない。特に、多くの異方

的超伝導体では、スピン自由度に対応してアンドレーエフ束縛状態

が 2 個現れ、見かけ上マヨラナフェルミオンをディラックフェルミ
オンに書き換える事が可能であるため、どのような場合に本当の意

味でマヨラナフェルミオンが実現されるか明らかでない。本講演で

は、結晶対称性を使って、どのような場合にアンドレーエフ束縛状

態がマヨラナフェルミオン特有の振る舞いをするか、あるいはディ

ラックフェルミオンとして振る舞うかを幾つかの具体例を含めて

議論する [2 ]。  
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